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１．基本方針である「障害の状況に配慮しつつ利用者が働く中で、その能力をいかんなく発揮し、生産活動をとおし社会的貢献や働く喜び、充実感を感じ取ることで、自らの存在価値を確認し、社会的自立をめざす。また、一人ひとりが互いに尊重し、相互に助け合う集団づくりを通し豊かな成長をめざす」実践に努めた。
２．利用定員と利用実績（平成２９年３月末日）
　　　　　　　　　　　　　　定員　　　利用登録者
　　い な ほ 作 業 所　　　３５名　　　 ４１名　
平成２８年度
	利 用 月
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	１０
	１１
	１２
	１
	２
	３
	合  計

	開所日数
	22
	21
	22
	22
	21
	21
	21
	21
	21
	20
	22
	23
	257日

	延利用人数
	755
	693
	743
	752
	696
	697
	745
	761
	749
	689
	713
	789
	8,782人

	１日平均
	34.3
	33.0
	33.8
	34.2
	33.0
	33.2
	35.5
	36.2
	35.7
	34.5
	32.4
	34.3
	34.2人


· 平成２７年度 ＝ 33.7人
３．職員体制
	
	
	
	内　訳

	
	定　数
	現　員
	正　規
	パート

	管理者（施設長）
	１
	１
	１
	

	サービス管理責任者
	１
	１
	１
	

	生活支援員
	１
	１
	１
	

	目標工賃達成指導員
	１
	１
	１
	

	職業指導員
	４
	９
	４
	７

	調  理  員
	     　２
	２
	
	２（１※）

	送  迎  員
	－
	２
	
	２

	嘱  託  医
	（１）
	（１）
	
	（１）

	計
	１０名（１名）
	１７名（１名）
	８名
	11名（１名）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１※）：補助調理員　（平成２９年３月末日）
４．今年度の重点方針の結果
　〔作業・実践〕

　①　製パン事業の充実をめざします。
製造に関しては、製造過程に利用者の適正を考えて配置し、年々技術の向上が着実に進んでいます。新たに製造に入った人の成形技術も向上し、自信を持って仕事しています。また段取りを考えて、仕事の準備をするようになってきました。

新しい利用者については、パンの袋詰め作業から始まり、パン袋の原材料シール貼り、領収書や納品書のはんこ押し等の作業をしました。
午後から仕事がないときは、職員の声かけで冷蔵庫の扉の拭き掃除や、床の掃除をしています。
販路については、新たな拡大が出来ておらず、また従来移動販売で買ってくれていた顧客がパン店舗に流れていき、売上減少となった。今まで行っていない施設や、販売先を開拓していないのが反省点である。

恒例となっている『パンまつり』では、平均２６万円（パン祭り値引き価格）程度の売り上げが見込めるほど定着しました。いつも混雑するレジ周辺では、職員の声かけで空いているレジに誘導しスムーズに会計を行えるように改善したり、お客様がパンを買いやすいようにパン販売の配置を工夫したりしました。魅力ある目玉商品を提供することにより集客力を高めました。製造では、利用者の役割を明確にし、一人ひとりが持ち場の仕事の責任をもって出来るように支援をしてきました。また毎回、案内のポスターを工夫し、お客様が興味を持って『パンまつり』に足を運んで下さるよう地元産の食材を活用し地域との交流を深めていきたいと思います。

②　パン店舗（太地出張所）を開設しました。

　

パン店舗では、いなほ作業所で前日成形・当日焼成し、店舗に配達しているので当日の天候不順等により、パンが大量に余る事がしばしばありました。翌日の天候を考えて製造調整を適切にしていきます。
新たな調理パンの開発や、フライヤー等の活用が十分に発揮できなかったので、ドーナツ類の販売、冷蔵ショーケースを活用して、ホイップクリームを使ったパンを提供する等、季節限定の商品展開をして売上アップを目指します。
自治会で接客のシミュレーションをして、接客態度の向上につとめます。

　③　中里出張所の実践を充実させます。
中里出張所は、開所から４年が経過しました。大きな変化のない、安定した日々を過ごすことで、今年度は、利用者にある変化が見られました。
「毎週土曜日に必ず買い物に行く」という何年来、変更することが難しい、強いこだわりがある利用者が、土曜日に別のイベントに参加をすることができ、その変わりに、日曜日に買い物に行くように予定を変更しても、調子を崩すことなく納得し、落ち着いて参加することができました。とても強いこだわりがあるために、これまで変更することが難しかったことでも、柔軟に対応する余裕が生まれてきています。
又、何年間も参加できなかった施設行事にも、人員配置や環境等に配慮することで、今年度から参加できるようになってきました。今年度見られた本人の変化は、安心できる場所で、自分のペースで余裕を持って日常生活を過ごすことで、生まれてきたものではないでしょうか。
　　今後も中里出張所は、受容することや安心感を持って、マイペースに日常生活を送っていけるよう、丁寧な支援が行えるよう精進していきたいと思います。
〔事業・運営・研修〕
①　下里出張所を開設に向け準備をすすめました。
　　平成２８年４月に役場総務課より月１万（火災保険込）での賃借契約を締結し、消防設備・トイレ改修等に３３６万の支出がありました。通園らっこ引っ越し後の旧西向保育所から備品を譲り受け、エアコンも１台移設する予定である。
　　移動する利用者について、本人と保護者にも説明しスムーズに了解を得られることができた。
　　　小集団に所属しながら様々なサービスを組み合わせていき、ゆったりできる活動を取り入れながら基本的な柱の「働く」ということにこだわった作業所を作っていきたい。

②　職員研修を充実させ、支援の質の向上を図ります。
職員研修は、それぞれの経験年数や任務分掌に基づき、各種団体の研修に職員を参加させ支援の質の向上をはかってきた。

③　家族向け学習会を実施します。
　　　今年度は「心身障害者扶養共済制度勉強会」４月１４日（木）・「安心ノート作成」１２月１０日（土）・「成年後見人の利用についてみんなで聞こう会」３月７日（火）を開催した。

「みんなで聞こう会」では、家族会時に水口真一氏（相談支援事業所ソルジス）を招いて、事前に水口氏には家族からの質問を提出し、その回答資料をもとに参加家族１４名による質疑応答から始まった。制度の基本から費用負担や必要な書類等、その他の細かな質問にも対応して頂き、たいへん勉強になったと多数の声があげられた。
又、家族会時の「あんしんノートを書く会」は引き続き実施していきたい。
（１）個別支援計画に基づいた支援の実施
個別支援計画だけに限らず、モニタリング等の一連の流れをワークショップゆうに習い、整理し直しファイリングした。全体として把握しやすくなったが、支援や課題解決を図っていく活動はまだ弱いと言える。
　　　日常の製パン・販売の活動が多忙となっているが利用者の様々な力を引き出し、自立に向けて支援を的確に行い、「個別支援計画」を柱とした支援を確立していきたい。
（２）〔 日 課 〕
「平成２８年度事業計画書」のとおり、実施した。
　平日は、製パン販売に追われるため、毎月第３土曜日を活用し、作業以外の余暇活動を行ってきた。

土曜取り組みは、参加は利用者個々の判断（選択と決定）にゆだねている。興味のある活動内容には参加し、自身で参加を判断するようになっている。多くの利用者が参加したくなるような企画を検討し実施してきた。

その結果、年々参加利用者が増える傾向にある。
	実施月
	取り組み内容
	参加利用者

	  ４月
	カラオケ
	　　　　２２名

	　７月
	　電車でゴー！新宮散策
	　　　　２４名

	　８月
	川遊び
	　　　　１８名

	　９月
	バーベキュー
	　　　　２２名


	１２月
	　ボーリング
	　　　　２９名

	　１月
	カラオケ
	　　　　２１名

	  ２月
	　書初め・クッキング／雪まつり準備
	１３名／６名

	　３月
	　遠足
	　　　　１９名

	
	　　　計　回　実施
	合計　１７４名

	平成２７年度　開催５回（ １０９名）




（３）〔就労事業〕
　　　製パン、製菓、軽作業（リネン作業、物品販売、お茶の袋詰め販売、手形づくり、コーヒー販売）

〔製パン事業の実績経緯〕

	
	２４年度
	２５年度
	２６年度
	２７年度
	２８年度

	移動販売

納品等
	20,733,674
	20,304,435
	23,301,156
	24,006,586
	21,554,013

	店　舗
	
	
	
	(12月～3月)
2,286,970   
	 3,029,807


〔就労会計全体〕
	売り上げ
	材料・製品
	労 務 費
	経　費
	収支差額

	平成２４年度
	24,407,069
	10,180,855
	10,000,190
	3,756,506
	469,518

	平成２５年度
	23,774,601
	10,008,802
	10,020,530
	3,543,900
	    201,369

	平成２６年度
	26,557,571
	10,544,493
	10,967,320
	3,451,136
	1,594,622

	平成２７年度
	29,371,036
	12,021,168   
	11,028,120
	 5,768,438
	553,310   

	平成２８年度
	27,932,194
	12,003,117   
	11,412,210
	 4,971,734
	-454,867


（４）〔工賃支給実績〕
	
	２４年度
	２５年度
	 ２６年度
	２７年度
	２８年度

	平均月額給料
	23,516円
	 23,939円
	24,157円
	24,205円
	24,433円

	時間給換算額
	　 233円
	    236円
	260円
	265円
	269円


　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 　平成２８年度　地域の最低賃金　７５３円／時間
	平均月額工賃の分布
	24年度
	25年度
	26年度
	27年度
	28年度

	４０，０００以上
	  ０
	０
	１
	４
	４

	３５，０００ ～ ４０，０００
	２
	３
	４
	１
	３

	３０，０００ ～ ３５，０００
	６　
	４
	６
	５
	４

	２５，０００ ～ ３０，０００
	　８
	９
	７
	７
	６

	２０，０００ ～ ２５，０００
	７　
	５
	５
	８
	８

	１５，０００ ～ ２０，０００
	９
	６
	７
	７
	８

	１０，０００ ～ １５，０００
	　２
	２
	７
	４
	３

	５，０００ ～ １０，０００
	　　１
	０
	０
	２
	２

	０ ～ 　５，０００
	　　１
	１
	１
	２
	２

	合 　計
	３６人
	３４人
	３８人
	４０人
	４０人


（５）〔生活支援〕

利用者の希望に応じて、宿泊体験実習（暖海ハイツ、平見ハイツとの連携）を実施した。

（６）〔健康管理〕
年２回の健康診断を実施した。

第１回　→　７月　４日
　　　第２回　→１２月　５日

現在、顧問医（クリニックルピナス：尾崎Ｄｒ）との連携をはかり、メンタル面での支援を行った。
作業所給食では、栄養のバランスを考えた給食を提供し、食事を通した健康増進にも務めた。

（７）〔 通 所 〕

　　　一部、串本方面（有田・田並・串本）の電車利用者４名と近隣在住の２名の自力通所者を除き、作業所送迎車両による完全送迎を実施した。

（８）〔利用者自治の育成〕

利用者自治会については、定例開催し、生活支援員、並びに職業指導員によるサポートを実施した。
今年度は、利用者企画による作業所旅行や新年会などを実施した。
（自治会の開催　１８回）
５．主な行事実績
	４月１４日
　　１６日

　　２３日
	家族向け学習会（心身障害者扶養共済制度勉強会）
土曜開所（カラオケ）
パンまつり

	５月１０日

　　１４日

２０日～２１日
２５日～２６日
２８日

２９日

　　３０日

　　　　
	家族会

わされん総会・後援会総会
作業所旅行（長島町・すさみ町）

きょうされん総会・国会請願行動

つくしんぼ歌謡祭

理事会・評議員会

防災訓練


	６月２５日
	法人職員合同研修会

	７月　４日
　　１２日

１６日

３０日
	利用者健康診断

家族会

土曜開所（電車でゴー！新宮散策）
パンまつり

	８月　９日・１０日
　　１２日～１５日
１４日

２０日
２１日
	大掃除
夏季休暇

太地花火大会店舗開店

土曜開所（川遊び）
理事会・評議員会



	９月　６日
　　２４日　　
	家族会
土曜開所（バーベキュー）

	１０月１８日
２９日
	防犯訓練
パンまつり

	１１月　１日

３日

５日

１３日

２１日

２２日

２６日
	家族会

太地中学校文化祭（パン販売）

新東スポーツ交流会

おおた村音楽祭

防災訓練
理事会・評議員会

町展バザー（パン販売）・わされん仲間の文化祭

	１２月　５日
　　　１０日
１７日

１８日

　　　２８日～２９日
　　　３０日～(３日)
　　　
	利用者健康診断

家族向け学習会（安心ノート作成）

土曜開所（ボーリング大会）
理事会・評議員会

大掃除
冬季休暇

	１月(３０日)～３日

４日
１０日

１４日

　　　２８日　　　
	冬季休暇

新年会
家族会

ゆずまつり（パン販売）

土曜開所（カラオケ）

	２月　４日

１８日

　　１９日　　
	パンまつり

土曜開所（書初め大会・雪まつりパン準備）
雪まつり（パン販売）

	３月　７日

　　１３日
　　２５日
	家族会・家族向け学習会（成年後見制度）

理事会・評議員会
土曜開所（遠足）


以下については、関係法令を遵守し、適切な実施に努めた。
６．利用者のプライバシーの確保（個人情報管理）
７．非常災害対策（安全管理）
　　　→避難訓練の実施日　（５月３０日[地震]・１１月２１日[火災]・２月２１日[火災]）
　　　→消防設備点検実施日（９月２７日・　３月２７日）
８．虐待の防止のための措置

　　
　　利用者虐待防止措置の為に、虐待防止関係の研修に積極的に参加した。
	４月１４日

１２月１０日

　３月　７日
	福祉サービス学習会
（心身障害者扶養共済制度・安心ノート作成・

成年後見制度）

	６月　７日
	行動障害プレ伝達研修

	　　　６月２５日
	和歌山県虐待防止研修伝達研修
人権擁護研修（人権尊重推進委員会　中西克氏 氏)

	　　１２月１０日
	権利擁護支援従事者伝達研修

	　　　２月２１日
	新東障連　強度行動障害伝達研修


９．苦情解決のための措置

定期開催（隔月）している家族会で、利用者やその家族の意向を汲み取るよう努め、家族会役員が苦情受付窓口となる「ちょっと聞いてよ窓口」を設け、利用者やその家族の意向が施設に届きやすい環境づくりをすすめた。
日々の生活支援上での、利用者や家族からの希望や要望的な苦情申し出は、都度改
善を図ってきた。
平成２８年度については苦情解決要綱に則った案件は無かった。
10．家族会の運営

→　開催日（５月１０日・７月１２日・９月６日・１１月１日・１月１０日・３月７日）
６回開催
11．職員（援助者）の援助技術の向上
①　各種会議により、職員間のコミュニケーションを充実させ、支援方針の共有と遵守に務めた。
	・職員会議の実施（月２回）　　　　　　→２３回開催

・販売促進会議  （月１回）　　　　　　→１１回開催

・給料ポイント評価会議の実施（年２回）９月・３月
・ケース会議の実施（適時）　　　　　　
・給食会議の実施（月１回）　　　　　　→１２回開催


　 ②　職員研修（支援の質の向上）の実施
　　 「いなほ作業所職員研修計画」のとおり実施した。　　資料１ 参照
　 ③  資格の取得状況

　　　サービス管理責任者（就労）有資格者　３名
　　　サービス管理責任者（生活）有資格者　２名
　　　介護福祉士　　　　　　　　有資格者　６名

12．事務・財務管理
　　

・会計処理の状況把握を定期的に実施した。
　　・請求業務の効率化を図った。

13．その他の業務

①　きょうされん・わされんの運動
　  
・運営委員会、防災委員会、対県委員会、仲間の文化祭実行委員会、全国大会会議等への職員派遣を行った。
　　　　 
　　②　和歌山県自立支援協議会
　　　・人材育成部会　サービス管理責任者アドバイザーとして職員派遣を行った。

③　地域との協力
　　　・地域行事等への積極的な参加に務めた。
【来年度に向けた課題（提供サービスの不十分な点）】
・「個別支援計画」に基づく支援の確立

・製パンの売上げ回復
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